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要旨
　シニア世代のボランティアと介護職員に対する
フォーカス・グループインタビュー（グループイ
ンタビュー）を実施し、介護ボランティア活動に
関する意識を質的に把握した後、施設を内包した
住民参加型特にシニア層に焦点をあてた地域福祉
推進のあり方を検討することに目的を置いた。
　研究対象は、Ａ自治体住民で構成されたボラン
ティア団体の３名とボランティアを受け入れてい
る高齢者福祉施設に就労する介護職員５名であ
る。分析方法は、逐語記録を意味内容の上で区
切っていきそれを分類後、コード化した結果、両
者間のボランティア活動に対する認識を抽出し分
析した。ボランティア自身の活動について個人レ
ベルでは、【気分転換】【やりがい】【自身の楽しみ】
【自己研鑽】【主体的選択】、相互連結レベルでは
【施設との関わり】【職員との関わり】【利用者との
関わり】【外部からの承認】、地域社会レベルでは
【地域交流の拡大】【行政との関わり】で構成され
11カテゴリーが抽出された。介護職員におけるボ
ランティアに対する認識について個人レベルで
は、【気づき・発見】、【介護負担感の軽減】、次に
施設レベルでは【ケアの補完】【活動の質と量】
そして地域社会レベルでは、【地域交流の拡大】
であり５つのカテゴリーが抽出された。
　介護ボランティア活動に関する認識を質的に捉
え他者支援の継続要因を探ることによってシニア
ボランティアによる介護ボランティア活動の有効
性を示し高齢者相互間での支え合うあり方の一つ
をインタビュー結果から示唆することができた。
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Ⅰ．緒言
　わが国における高齢化率は、上昇を続けており
65歳以上の高齢者人口の割合は25％を超え、諸外
国と比較しても最高水準の高齢化率を示す。一方
で、生産年齢人口層（15歳～64歳）の減少が表面
化し労働力の減少と資本ストックの形成が阻害さ
れている現状下にある。このような社会背景のも
と昨今の高齢者福祉サービスや精神障害者の地域
移行支援事業などに反映されるように地域を拠点
とした福祉推進においてシニア世代は（1）、貴重な
マンパワーとなることが期待される。
　平成23年度に全国の55歳以上の男女を対象とし
た『高齢者の経済生活に関する意識調査結果』に
よれば「この１年間にどのような地域活動、ボラ
ンティア活動に参加したか」の質問項目におい
て、55歳以上の男女46.1％が地域活動及びボラン
ティア活動に参加している（内閣府,2011）。その
内訳は、複数回答であるが「自治会・町内会・老
人クラブ・ＮＰＯ団体等の役員・事務局活動」が
最も高く27.9％、次に「地域の環境を美化する活
動」が17.6％、「地域の伝統や文化を伝える活動」
が10.8％などの順である。また、「介護が必要な
高齢者を支援する活動」が5.0％、「障害のある人
を支援する活動」が3.7％、「子どもを育てている
親を支援する活動」が3.8％、「難病や病気の人を
支援する活動」が1.3％との報告がある。
　このように、シニア世代は、ボランティア参加
に関して意欲的な傾向にありその活動は、住み慣
れた地域行事への参加割合が高く、他者への支援
活動の割合は低い状況となっている。
　そこで、本研究における目的として、シニア世
代のボランティア並びに介護職員を対象として
フォーカス・グループインタビュー（グループイ
ンタビュー）を実施し、介護ボランティア活動に
関する意識を両者から質的に把握する。そして一
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般的にボランティア活動の実践分類において「他
者への支援活動」が低い状況下で継続的に他者支
援が展開されている要因を探ることにより地域に
おけるシニア層を含めた高齢者自身の自助力さら
に高齢者相互間での共に支えあう力を強固にする
あり方の一つとして、シニアボランティアによる
介護ボランティア活動の有効性を示すことを試み
た。なお、本稿では「他者への支援活動」を「介
護ボランティア活動」として捉え考察する。
　これらの取り組みによって今後、施設を内包し
た住民参加型の地域福祉推進の一助となることが
期待できる。
Ⅱ．研究方法
１．対象者の特徴
　シニアボランティアが所属するボランティア団
体の概要は、平成元年に居住区の町及び社会福祉
協議会の呼びかけでボランティア活動の趣旨に賛
同し結成された。ボランティアメンバー内では、
活動20年の経歴を持つメンバーが多く在籍してお
り継続したボランティア活動が展開されていた。
　主な活動内容としてＡ町のボランティアグルー
プの相互連絡および交流を図り住民福祉の向上に
寄与することを目的として、研修会の開催や独居
老人との交流などを実践していた。ボランティア
会員数は、約60名、年齢は40歳代～80歳代であり
専業主婦が主な構成員であった。
　組織運営では、５校区別に代表を決めて毎月１
回役員会議、機関紙などを発行し活動の実績や予
定を記載して、会員の連携を図るとともに毎年３
回の遠足や勉強会を実施し団体内の結束と資質向
上を図っていた。特に高齢者福祉施設でのボラン
ティア活動では、定期的に同一メンバーが介入し
入居者の外出・買い物の付き添いやバスハイクへ
の参加そして、クラブ活動での談笑など活動内容
も多岐にわたっていた。
　地域連携では、行事やイベントなどあればボラ
ンティア団体に連絡が入るシステムとなっており
地域の行政、社会福祉協議会、福祉施設、小学
校、警察などと密な連携を図りながら地域のニー
ズに応じた活動を展開していた。
　次にインタビュー対象者は、このＡ自治体住民
で構成されたボランティア団体の３名とボラン
ティアを受け入れている高齢者福祉施設に就労す
る介護職員５名を対象とした。
　シニアボランティアの属性は、Ａ氏（女性：70
歳代：ボランティア活動歴20年）、Ｂ氏（女性：
60歳代：ボランティア活動歴10年）、Ｃ氏（女性：
60歳代：ボランティア活動歴７年）でいずれも介
護ボランティアを中心に活動する専業主婦であっ
た（表１）。
　ボランティア受け入れ施設に在籍する介護職員
の属性は、Ａ氏（男性：20歳代：就労５年）、Ｂ
氏（女性：20歳代：就労３年）、Ｃ氏（女性：20
歳代：就労８年）、Ｄ氏（女性：50歳代：就労12
年）、Ｅ氏（男性：40歳代：就労１年６カ月）で
いずれも介護福祉士の資格保有者であった（表
２）。
　対象者の抽出にあたっては、該当施設における
ボランティア担当者によって選定された。
２．調査方法
　シニアボランティアとボランティア受け入れ施
設の介護職員との各グループに実施したグループ
インタビューの結果をカテゴリー化し、両者間の
ボランティア活動に対する認識を抽出し分析し
た。グループインタビューとは、研究者がリサー
チ・クエスチョンから構成した質問項目に基づい
て、インタビューアーとメンバーとの相互作用に
基づいた口頭データを収集・分析する方法である。
　グループインタビュー法は、グループメンバー
（対象者）が自分のことばで、自分自身のカテゴ
リー枠や感じ方のもとに語るため、より対象者に
近い視点で情報把握が可能であるという特徴があ
る（高山・安梅，1998）。そこで、メンバー同士
の発言がお互いに刺激となって、各自の発言が促
されることを意図してグループでの実施を図っ
た。分析方法は、逐語記録を意味内容の上で区
切っていきそれを分類後、コード化しその後、複
合分析を行った。そして記述では、カテゴリーを
【】、サブカテゴリーを『』、発言内容を「」で表
すこととする。
３．調査内容
　調査場所は、静かな個室とし、参加者の承諾を
得てＩＣレコーダーで記録した。また、インタ
ビュー実施時間は２時間を目安とした。インタ
ビューテーマは、シニアボランティアの活動と効
果についてであった。
　介護職員においては、就労年数、保有資格、所
属部署、年齢など基本属性に加え、シニアボラン
ティアの活動について自由に語ってもらい、ＩＣ
レコーダーに録音された記録から正確な逐語録を
作成し分析した。
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４．調査に際しての倫理的配慮
　インタビューの実施にあたり、調査の目的と方
法を説明した後、インタビュー内容を録音し、録
音した内容は逐語録にすることについて、研究協
力の承諾を文書にて得た。
　また、承諾した後も本人の意思に基づきいつで
も中止できることも併せて文書に明記した。さら
にグループインタビュー調査で得られたデータお
よび音声から起こされたテキストデータは匿名化
（ＩＤ化）して厳重に保管し分析後に破棄する旨
を伝えた。
Ⅲ．結果
１．シニアボランティアを対象とした介護ボラン
ティア活動の捉え方
　ボランティア活動についての認識では、個人レ
ベル、相互連結レベル、地域社会レベルで構成さ
れ11カテゴリーが抽出された（表３）。
　まず個人レベルでは、【気分転換】【やりがい】
【自身の楽しみ】【自己研鑽】【主体的選択】の５つ
のカテゴリーであった。ボランティア自身が捉え
るボランティア活動の認識では【気分転換】【や
りがい】【自身の楽しみ】に関する発言等ある一
方で【自己研鑽】では、『ボランティア活動に関
わる資格取得』や『定期的な勉強会』があり「定
期的な勉強会をボランティア団体で実施してい
る」、「勉強会の講師は、施設の職員や社会福祉協
議会の職員、消防署、学校の先生など」「ボラン
ティア活動をはじめてヘルパーの資格を取得し
た」などの語りがあった。そして【主体的選択】
では、「ボランティア活動の内容も選択肢がいく
つもあるので、自由に選べる」といったボラン
ティア自身が無理なく主体的に活動内容を選択し
やりがいや楽しみなどの語りがあった。
　次にボランティア個人とその他の社会資源を結
ぶ相互連結レベルでは、【利用者との関わり】【職
員との関わり】【施設との関わり】【外部からの承
認】の４つのカテゴリーであった。【利用者との
関わり】では『積極的コミュニケーション』、『元
近隣住民・元会員』、『当事者意識』があり「利用
者も顔なじみのボランティアの方が定期的に訪問
することで安心している」や「施設に行くと入居
者の方からボランティアの名前を呼んでくれ顔と
名前を覚えている」、「他人事ではなく自分もいず
れ年をとるので、相手の気持ちが良く分かる」や
「入居者と自然と近所に住んでいた時の会話に戻
り話が弾む時もある」などシニアボランティアが
利用者に対して共感する語りがあった。【職員と
の関わり】では、『積極的コミュニケーション』、
『信頼関係の構築』があり、「職員とも長い期間訪
問しているためコミュニケーションを図ることが
でき信頼関係を相互に築いている」、「職員からボ
ランティアしながら利用者とのコミュニケーショ
ンの仕方を教わったり、自分も地元のことを教え
てあげたりする」など利用者との関わりに傾倒す
るだけではなく職員とも積極的に関わろうとする
語りがあった。【施設との関わり】では、『ボラン
ティア先の固定化』、『ボランティア会員の情報の
共有』などから高齢者福祉施設に配属するボラン
ティアメンバーを固定化し個々の知識やスキルな
どボランティア団体と施設側との情報を共有する
積極的な関わりなどの語りがあった。【外部から
の承認】では、『存在や活動の承認』であり家族
や近隣の人々、入居者など自身の身近な人々から
ボランティア活動や自己存在の承認や新たな役割
形成などの語りがあった。
　最後に地域社会レベルでは、【行政との関わり】
【地域交流の拡大】の２つのカテゴリーであった。
【行政との関わり】では、『公的評価』、『ボラン
ティアの需要と供給』であり「町（行政）が自分
たちの活動をきちんと認めこれまでに数回表彰さ
れており評価をしてくれる」など団体や個人の活
動を公に評価されることによってさらにボラン
ティアへの意欲の高まりなどの語りがあった。
【地域交流の拡大】では、『様々な人々との出会
い』、『地域を基盤とした交流』であり入居高齢者
にとどまらず施設ボランティアを通して行政機関
や他の福祉医療関係者、障害者など幅広い交流の
語りがあった。
２．介護職員を対象としたシニアボランティアに
よる介護ボランティア活動の捉え方
　シニアボランティアについての認識では、個人
レベル、施設レベル、地域社会レベルで構成され
５つのカテゴリーが抽出された（表４）。
　まず個人レベルでは、【介護負担感の軽減】、
【気づき・発見】の２つのカテゴリーであった。【介
護負担感の軽減】では、『精神的・身体的余裕』
であり「職員の見守りや指示は必要だがコミュニ
ケーションや単純作業など（歌、踊り、ゲーム、
習字、紙芝居など）で職員も余裕ができる」など
介護職員でなければならないより専門的ケアに専
念できるとの語りがあった。【気づき・発見】で
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は、『外部からの良い刺激』、『地元の情報や習慣
への理解』でありシニアボランティアという外部
因子が入ることにより習慣化された業務を改めて
認識する機会となったこと、そして彼らのボラン
ティア活動を「良い刺激」として介護職員らが捉
えていることが語られた。また、地域の情報や習
慣をシニアボランティアの介入によりケア実践の
上で「貴重な情報源」と捉えている語りがあった。
　次に施設レベルでは【活動の質と量】、【ケアの
補完】の２つのカテゴリーであった。【活動の質
と量】では、『ボランティアの事前知識の習得』、
『ボランティア活動内容』でありボランティア活
動前に事前知識として介護に関する知識、コミュ
ニケーション方法、高齢者の心理、利用者の特徴
などシニアボランティアに対して事前学習の必要
性や理解を求める語りがあった。そして具体的活
動内容としては、利用者との会話や掃除、行事の
手伝い、レクリエーション実践を求める発言が多
くあった。【ケアの補完】にて『利用者の一人ひ
とりとの会話』、『ケアの深み』、『利用者の精神安
定』であり「利用者のケアを行ううえで有効」や
「利用者の精神安定に繋がっている」との語りが
あった。ゆっくりと時間をとり職員以外の人との
コミュニケーションを図ることの有効性と必要性
が示された。
　最後に地域社会レベルでは、【地域交流の拡大
と促進】の１つのカテゴリーであった。【地域交
流の拡大と促進】では、『ボランティア媒体』、『地
域との連携強化』、『施設への理解促進』であり
「ボランティアが入りだして子ども会や老人クラ
ブ、婦人会などの活動と施設行事を一緒にするこ
ともあり身近に地域を感じる」などシニアボラン
ティアが地域との媒体となり地域交流の促進を促
している語りがあった。
Ⅳ．考察
１．シニアボランティア活動に対する認識
　本調査より地域住民によるボランティア活動の
幅広い可能性が示唆された。地域住民特にシニア
層のボランティア活動は、超高齢社会の中で、地
域において家族とは別に新たな集団の構成員（ボ
ランティア団体）として社会と関わり彼ら自身の
生きがいや楽しみを形成し、新たな自己価値の発
見と確認作業の機会となっていた。彼らの生きが
い形成は、加齢によって身体機能の低下があった
としてもサクセスフル・エイジング（2）にとって
は、極めて重要な要素であろう。
　先行研究により、高齢者の社会活動として趣味
活動とＱＯＬとの間で相関が確認され、個人の好
みに合った社会活動を行うことと、一人ひとりの
精神的活力に関連がある（長田ら，2010）や高齢
者のボランティア活動は、高齢者自身の心理的な
健康度を高める（藤原ら，2005）との報告がある
ようにボランティア活動が彼らにもたらす効果は
大きいと言える。
　また他のボランティア活動と異なる点は、シニ
アボランティア自身が「入居者が元近隣住民・元
会員」でもあり、他人事ではない「当事者意識」
が内在しているところであった。
　介護職員にとっては、シニアボランティアの活
動が彼らの介護負担を軽減しさらには、「ケアの
補完」として利用者の生活歴、地元の風土･文
化、地域住民との関係性など利用者理解をより深
化させていることが分かる。そして、利用者に
とっても、シニアボランティアを介しての社会参
加や精神安定などケアの量と質共に有効な効果を
もたらしていると認識していることが示された。
２．介護ボランティア活動の継続
　シニアボランティアが長期間継続した他者支援
のボランティア活動を実践できている一つの可能
性を示す時、質的調査の限界を踏まえて彼らの活
動の特徴を提示する。ボランティア組織活動のあ
り方を外的アプローチとし彼らの認識を内的アプ
ローチとすると、以下の通りとなる。外的アプ
ローチとしては①ボランティアの固定化②ボラン
ティアが地域住民③ボランティアの年齢層が介護
サービス利用者と同世代④施設と共同で実施され
る定期的な研修会⑤資格取得の推進⑥固定化され
たシニアボランティアの知識やスキル、保有資格
に関する情報の共有⑦積極的な広報活動⑧行政か
らの表彰などがある。内的アプローチとしては、
①当事者意識②類似した生活体験（地元の文化･
風習・同世代）③主体的選択④やりがいや楽しみ
⑤自己研鑽⑥交流の拡大⑦新たな役割形成などが
ある。これまでボランティア活動の継続要因に関
する先行研究では、ボランティア仲間、やりが
い、地域性の強弱、楽しみ、主体性、地域貢献な
どが示されている（米澤，2010；岡本，2012）。さ
らに、ボランティア団体が各人のニーズにあった
活動を斡旋できるかどうかが課題（佐瀬，2003）
と報告されている中で、長期的活動及び援助行動
の継続要因の一つには、ボランティア団体として
の独自の形成とシステムがある。特に組織として
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の凝集性が高く、施設との連携が密であり地域
ニーズもそこに情報が収集される「ボランティア
活動サポート体制」と介護ニーズに対応できる豊
かな人材、そして日々の学習会、ボランティア体
験から「高齢者との生活」を大事にし、関わりの
中から学び得た経験があったと言える。
　シニアボランティアの特徴を活かした彼らの活
動が利用者と介護職員との良好な相互作用をもた
らし地域を巻き込んだ幅広い活動が展開されてい
た。コミュニティ・エンパワメントにおいて重要
な点として、専門職と地域住民とのパートナー
シップ（協働関係）がある（麻原，2000）。両者
間のインタビューにより相互の特性を理解した上
で利用者ケアの質の向上を目指して協働関係を構
築していることが示された。
　今回は、インタビュー調査によって彼らの語り
からボランティア団体の他者支援の活動を継続す
るアプローチを考察したが、課題としては量的調
査を実施し継続因子を抽出した後、関係性をさら
に検討することが必要である。
３．シニアボランティアの有効性
　介護職員が求めているシニアボランティアに対
する活動内容としては、利用者との会話、レクリ
エーション、行事への参加として排泄や食事介助
などの直接介助以外の生活支援への期待が大きい
ことが分かった。これは、介護の現場で就労する
者にとって日頃の業務遂行において業務多忙や
ルーティンワークなどを背景に本来利用者が地域
で生活を営む上で隣近所での立ち話しや談笑、地
域行事への参加や買い物が日常的に行えるような
状況を整備することが支援の在り方といった介護
の理念（3）に対して「あるべき姿」と実情とでのジ
レンマが生じやすい。身体介護だけが「介護」で
はなくその人の人生に寄り添いその方の生活を支
援することが介護であるとした時、介護現場で
は、時として乖離した状態に陥りやすいことがあ
る。そこに地域住民から構成されたボランティア
団体が介護職員と利用者との間に介入することに
よって更なる良好な効果が利用者、ボランティア
自身、介護職員間で派生すると考える。利用者に
とっては、住み慣れた地元をよく知る近隣の方
（定期訪問ボランティアを固定化）が訪問するこ
とにより限定された施設内での対人関係がより深
みと幅に広がりを持たせることができる。
　また職業として利用者と関わる介護職員にとっ
てボランティアの介入は慣習化された業務の中に
新たな刺激を与えるとともに利用者に対するあら
たな発見やさらなる理解をもたらす貴重な社会資
源と機会を得ることになる。
　介護職員とシニアボランティアとの「介護ボラ
ンティア」活動を軸にした相互作用は学習意欲を
高める起爆剤となりＳＤＳ（Self Development 
System）いわゆる自己啓発活動の促進につなが
ると考える。
Ⅴ．結論
　シニア世代のボランティア並びに介護職員を対
象としてフォーカス・グループインタビュー（グ
ループインタビュー）を実施した。そして、ボラ
ンティア活動に関する認識を質的に把握し他者支
援の継続要因を探ることによってシニアボラン
ティア活動の有用性を示し高齢者相互間での支え
合うあり方を検討した。その結果、以下のような
知見を得た。
１．集団の構成員（シニアボランティア団体）と
して社会と関わりそれが彼ら自身の生きがい
や楽しみを形成し、新たな自己価値の発見と
確認作業の機会となっていた。
２．利用者にとっては、住み慣れた地元をよく知
る近隣の方（定期訪問ボランティアを固定
化）が訪問することにより限定された施設内
での対人関係がより深みと幅に広がりを持た
せることができた。
３．介護職員は、固定化されたシニアボランティ
アが行うボランティア活動をケアの補完とし
て認識していた。そして、介護職員の介護負
担感を軽減しさらには、利用者理解をより深
めケアに有効な効果をもたらしていると認識
していた。
４．地域福祉推進においてマンパワーとして重要
視される「シニアボランティア」が施設ケア
においても介護職員や利用者にとって有効な
資源でありシニア世代の特有性を生かした可
能性を示唆することができた。
　本研究は、一自治体の限られた人数の対象者に
よるインタビュー調査結果であり質的研究である
ため数値による調査の妥当性を統計学的理論に基
づいて考察することは難しい。よって今後の課題
としては、質的研究の妥当性と信頼性を保つため
アンケート調査を実施するなど量的研究を組み合
わせさらに検討していく必要がある。
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注
1「シニア世代」とは、本来、年長者等の意味を
示し特定の年齢層に限定したものではない。各
分野で異なるが本稿ではシニアの定義を60歳以
上とした。
　なお、ＷＨＯ（世界保健機関）では高齢者を65
歳以上としている。
2サクセスフル・エイジングとは、年齢とともに
老いていくことを認識しつつ、これを受容し社
会生活にうまく適応し豊かな生活を送ることで
ある。高齢者の理想的な老いの概念であり、そ
の実現は、高齢者の究極の目標といわれている。
3「介護の理念」とは、対象者が対象者らしく生
きることのできるよう「自己決定の尊重」や
「自立支援」といった人間としての尊厳を支え
ることである。
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表１　グループインタビュー対象者の属性（シニアボランティア）  ｎ=３
性　別 年　齢 ボランティア歴 職　種
ボランティアＡ 女　性 70歳代 ボランティア歴20年 専業主婦
ボランティアＢ 女　性 60歳代 ボランティア歴10年 専業主婦
ボランティアＣ 女　性 60歳代 ボランティア歴７年 専業主婦
表２　グループインタビューの対象者の属性（介護職員）  ｎ=５
性　別 年　齢 就労年数 保有資格
介 護 職 員 Ａ 男　性 20歳代 ５年 介護福祉士
介 護 職 員 Ｂ 女　性 20歳代 ３年 介護福祉士
介 護 職 員 Ｃ 女　性 30歳代 ８年 介護福祉士
介 護 職 員 Ｄ 女　性 50歳代 12年 介護福祉士
介 護 職 員 Ｅ 男　性 40歳代 １年６カ月 介護福祉士
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表３　シニアボランティアを対象とした介護ボランティア活動の捉え方
カテゴリー サブカテゴリー 内　　容
?????
気分転換 気分転換 Ａ１自分の気分転換になる
やりがい
生きがい Ａ２この活動自体が生甲斐になっている
意欲
Ａ15自分も高齢者で他人事ではない、できるかぎりこの活動を続けていき
たい
Ｃ７飽きないでさまざまなことに取り組める
Ｂ７交流範囲も生活スタイルもこれまでと変わり何事も意欲的に取り組ん
でいる
自身の楽しみ
楽しみ
Ｂ６施設にいくと普段の生活では、カラオケなど歌わないけれどボラン
ティアになると行って歌っている
Ａ３ボランティアで大事なのは自身が楽しむこと
喜び
Ｂ２自分自身も楽しみながらやっているのでそれで喜ばれるととてもうれ
しい
自己研鑽
定期的な勉強会
Ｃ２定期的な勉強会をボランティア団体で実施しており毎回、参加している
講師は、施設の職員や社会福祉協議会の職員、消防署、学校の先生など
資格取得 Ｂ９このボランティアをきっかけにヘルパーの資格を取った
主体的選択 主体的選択
Ｂ３ボランティア活動の内容も選択肢がいくつもあるので、自由に選べる
Ｃ３無理なく自分ができることを行っている
???????
利用者との関わり
積極的
コミュニケーション
Ａ６利用者も顔なじみのボランティアの方が定期的に訪問することで安心
している
Ａ８施設に行くと入居者の方からボランティアの名前を呼んでくれ顔と名
前を覚えている
元近隣住民・元会員
Ａ10入居者の中には、自分の近所に住んでいた方が入居されており認知症
が進行したとしても自分の顔をみると話しかけ近寄ってくる
Ａ９あの高齢者が待っていてくれるので行こうという励みになる
Ａ11その方が元気な頃からどんな方だったのか、どんな生活をしていたの
かが分かるからこそ、できる関わりがあると思う
Ａ12自然と近所に住んでいた時の会話に戻り話が弾む時もある
Ａ13また施設に行ったときに元会員の方が入居してらっしゃることもあった
Ａ14声をあちらからかけられ懐かしく話をすることもある
当事者意識
Ｃ６他人事ではなく自分もいずれ年をとるので、相手の気持ちが良く分か
る
職員との関わり
積極的
コミュニケーション
Ａ７職員とも長い期間訪問しているためコミュニケーションを図ることが
でき信頼関係を相互に築いている
信頼関係の構築
Ｃ４職員からボランティアしながら利用者とのコミュニケーションの仕方
を教わったり、自分も地元のことを教えてあげたりする
施設との関わり
ボランティア先の
固定化
Ａ５施設へのボランティアでもＡ施設にいくのはＡさん、というようにボ
ランティアメンバーを固定している
ボランティア会員
情報の共有
Ｂ８施設側も自分たちボランティア団体がどんなことができるか、得意か
特色をよく知っている
外部からの承認 存在や活動の承認
Ｂ１福祉施設に行くと高齢者の方々から喜ばれたり笑顔をみられたりする
Ｂ11家族や近所の方から「よく頑張ってるね」と自分の活動を褒めてくれる
Ｂ10利用者さんから拝まれたりと自分の存在を認めてもらっているような
気がする
???????
行政との関わり
公的評価
Ａ４町（行政）が自分たちの活動をきちんと認めこれまでに数回表彰され
ており評価をしてくれる
ボランティアの
需要と供給体制
Ｃ５町内の行事でボランティアが必要なときなど情報がすぐに入ってくる
地域交流の拡大
様々な人との出会い
Ｂ４ボランティア活動を通して交流範囲が広がった
Ｃ１ボランティア活動することでいろんな人に出会い話ができることがいい
地域を基盤とした
交流
Ｂ５地元の人たちとの交流が深まりこの地域のこともより理解するように
なった
Ａ16この活動をやっているのと高齢者、障がい者、そこで働く施設の職
員、他のボランティア多くの人たちと出会う
Ａ17地域に根ざした活動とはまさにこういうことをいうと思う
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表４　介護職員を対象としたシニアボランティアによる介護ボランティア活動の捉え方
カテゴリー サブカテゴリー 内　　容
?????
介護負担感の軽減 精神的・身体的余裕
Ａ４行事などの参加や協力によって職員の介護負担は、軽減につながって
いると思う
Ｄ３いつものボランティアさんが来ると業務に余裕ができ、気持ちも少し
楽になる
Ｅ３職員の見守りや指示は必要だがコミュニケーションや単純作業など
（歌、踊り、ゲーム、手芸、習字、紙芝居など）で職員も余裕ができ
る
気づき・発見
外部からの良い刺激
Ａ６ボランティアなど外部が入ることで良い刺激になる
Ａ７地元の情報や習慣などボランティアから教わることがあり勉強する必
要を日々感じる
Ｅ１長年同じ職場で働いていると業務が慣習化してしまうので、ボラン
ティアや研修生の意見はとても新鮮で新しい気づきが発見できる
地元の情報や
習慣への理解
Ｄ４介護職員の年齢層が若いので地元や昔のことをボランティアから教え
てもらう
Ｂ３介護職員よりも利用者や地域のことを知っていて貴重な情報源
?????
活動の質と量
ボランティア
活動内容
Ａ５利用者との会話や見守り、行事の手伝いなどしてほしい
Ｂ２ボランティアにしてほしい活動内容としては、レクリエーションに参
加してほしい
Ａ２職員だけで行事などをやるにしても限りがあるので、ボランティアに
は積極的に参加してほしい
Ｃ３希望するボランティア活動は、利用者との会話や掃除、行事の手伝い
などである
ボランティアの事前
知識の習得
Ｄ１コミュニケーション方法、利用者の特徴など把握してほしい
Ｃ２コミュニケーション方法や高齢者の心理について事前に勉強してほし
い
Ｅ２介護に関する知識、コミュニケーション方法を理解してほしい
ケアの補完
利用者一人ひとり
との会話
Ａ１施設になるとバタバタと忙しく職員が動き回っている時もあるため利
用者と一人ひとりお話していただくだけでも助かる
Ｂ７昔から顔なじみのボランティアの方とゆっくり話す時間があるのは、
利用者にとってとても良いことだと思う
ケアの参考
Ｂ６利用者の入居前の生活など聞くことでケアの参考になる
Ｂ１利用者とコミュニケーションを図ってくれ利用者のケアを行う上で有
効だと思う
Ｃ１高齢者の方々もいろんな人と接することは、良いことだと思うし新鮮
な意見が聞ける
利用者の精神安定
Ｃ４ボランティアと十分に話ができた日は、利用者の顔が穏やかでくつろ
いでいる様子
Ｄ２利用者とのコミュニケーションは利用者の精神安定につながっている
???????
地域交流の拡大と
促進
ボランティア媒体 Ａ３ボランティアさんを通して利用者が地域に入っていけたら良いと思う
地域との連携強化
Ｂ４地域の行事やボランティアの情報などすぐに入って以前より連携が密
になった
Ｂ５地域の行事例えば子ども会や老人クラブ、婦人会などの活動と施設行
事を一緒にすることもあり身近に地域を感じる
施設への理解促進
Ｃ６ボランティアさんが入ることで施設のことや利用者のことを分かって
もらえるようになった気がする
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